
　

市
制
50
周
年
を
記
念
し
て
、「
い
ち
い
が
し
植
樹
事
業
」

や「
北
九
州
市
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」、

「（
仮
称
）北
九
州
の
明
日
の
子
ど
も
を
育
て
る
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● （
仮
称
）
学
研
地
区
小
学
校
新
設
事
業

　

北
九
州
学
術
研
究
都
市
地
区
の
児
童
数
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
地
区
内
に
小
学
校
を
新
設
す
る
た
め
の

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

● 

普
通
教
室
等
扇
風
機
設
置
事
業

　

夏
季
の
暑
さ
対
策
の
一
環
と
し
て
、
中
学
校
一
、二
年

生
の
普
通
教
室
等
に
扇
風
機
を
設
置
し
ま
す
。

● 

経
済
界
と
の
連
携
に
よ
る

　
　
　 

学
校
支
援
モ
デ
ル
事
業

　

企
業
が
も
つ
人
材
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
生
か

し
、
出
前
授
業
や
児
童
向
け
の
体
験
学
習
、
教
職
員
を

対
象
と
し
た
研
修
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
、
モ
デ
ル
校
を
小
学
校
11
校
か
ら
15
校

（
予
定
）
へ
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

● 「
北
九
州
市
子
ど
も
の
未
来
を

　 

ひ
ら
く
教
育
プ
ラ
ン
」

　 

　
　  

後
期
事
業
計
画
作
成
業
務

　

平
成
26
年
度
か
ら
の
５
年
間
で
取
り
組
む
べ
き
事
業

等
を
追
加
・
拡
充
し
た
「
北
九
州
市
子
ど
も
の
未
来
を

ひ
ら
く
教
育
プ
ラ
ン
」後
期
事
業
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

● 

東
部
地
域
に
お
け
る

　
　
　
　
特
別
支
援
学
校
の
整
備

　

知
的
障
害
と
病
弱
（
心
身
症
等
）
を
対
象
と
す
る

特
別
支
援
学
校
を
旧
門
司
商
業
高
校
跡
地
に
新
設（
平

成
28
年
４
月
開
校
予
定
）
す
る
た
め
、
設
計
等
を
行

い
ま
す
。

● 

学
校
施
設
の
防
災
機
能
の
強
化

　

学
校
施
設
に
必
要
な
耐
震
性
能
を
確
保
す
る
た
め
、

耐
震
補
強
工
事
（
58
校
）
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、「
吊

り
天
井
」
構
造
に
な
っ
て
い
る
体
育
館
の
改
修
工
事

（
12
校
）
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
学
校
に
お
い
て
、
災
害
時
に
高
齢
者
等
が
安
全
・

安
心
に
避
難
で
き
る
体
育
館
の
整
備
（
20
校
）
を
行
い

ま
す
。

　

学
校
と
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
学
習
習
慣
の

定
着
化
を
図
り
、
主
体
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
協
力
の
も
と
学
校
の
教
育
活
動
を

支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

● 

家
庭
学
習
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
推
進
事
業

　

家
庭
で
の
学
習
内
容
、
学
習
方
法
に
関
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
や
ノ
ー
ト
の
と
り
方
、
書
き
方
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
「（
仮
称
）
家
庭
学
習
チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
、
全
児
童
生
徒
に
配
布
し
ま
す
。

● 

学
習
支
援
型
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業

　
〜
学
習
支
援
特
化
型
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
〜

　

放
課
後
等
に
お
い
て
、
地
域
、
大
学
生
等
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
、
10
校
に
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

1 北九州市教育委員会のホームページ http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kyouiku/kyouiku.html
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平
成
25
年
度

教
育
委
員
会
の
主
な
取
組

　

北
九
州
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
21
年
11
月
に
策
定
し
た
「
子
ど
も
の
未
来
を
ひ
ら
く
教
育
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

「
教
育
日
本
一
を
実
感
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
を
基
本
方
針
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
教
育
力
を
高
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が

連
携
し
て
、
北
九
州
市
全
体
の
教
育
力
を
高
め
て
い
く
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
新
た
に
取
組
む
事
業
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

義
務
教
育
９
年
間
を
通
じ
た
連
続
性
・
系
統
性
の
あ

る
学
習
指
導
・
生
徒
指
導
を
行
う
た
め
、
平
成
25
年
度

か
ら
全
市
的
に
小
中
一
貫
・
連
携
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
２
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
中
一
貫
・
連
携
教
育
の
推
進

市
制
50
周
年
記
念
事
業

● 

英
語
・
外
国
語
活
動
の
充
実

　

全
小
中
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
小
学
生
に
「
夏
の
教
室
」
を
活
用

し
た
「
英
語
活
動
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
北
九
州
市
・
仁
川
市
姉
妹
都
市
提
携
25
周

年
を
記
念
し
て
、
中
学
生
を
韓
国
仁
川
市
英
語
村
へ
派

遣
し
、
外
国
語
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
等
を
図
り
ま
す
。

● 

北
九
州
市
立
高
校
の
部
活
動
の
充
実

　

外
部
講
師
に
よ
る
指
導
強
化
、
遠
征
合
宿
費
の
補
助

等
を
行
う
と
と
も
に
、
ダ
ン
ス
部
な
ど
の
部
活
動
に
活

用
で
き
る
多
目
的
施
設
を
新
設
し
ま
す
。

そ
の
他
の
主
な
取
組

い
じ
め
対
策
の
充
実

　

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
は
「
人
間
と
し

て
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」、「
ど
の
学
校
で
も
、
ど
の
子

に
も
起
こ
り
う
る
」
こ
と
を
前
提
に
未
然
防
止
、
早
期

発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
、
社
会
全
体
で
こ
の
問
題
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　  

家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た

学
校
支
援
と
学
習
習
慣
づ
く
り

中学校探検！！

ALTとのティームテ
ィーチングに

よる英語授業

北九州市立高校陸
上部

（アジアクロスカン
トリー選手権）
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第６回

４月から小中一貫・連携教育がスタートしました！
　平成２５年４月より、義務教育９年間の学校教育の一層の充実を図り、児童生徒の学力・体力の向上、いじめ・
不登校を防止することなどを目的として、全ての市立小中学校で小中一貫・連携教育を実施しています。
　本市の各小中学校、中学校区が直面している課題は様々です。このため、小中学校においては、校区内の児
童生徒の課題や地域の状況等について共通理解を図り、課題等に応じた教職員交流、児童生徒交流、保護者・
地域交流等に組織的・計画的に「できるところから」取り組んでいきます。保護者や地域のみなさまには、小
中学校より取組について積極的に情報を発信いたしますので、ぜひご協力をお願いします。
　今回は、先行的に平成２２年度から２４年度まで実施したモデル事業の中学校区の取組の一部を紹介します。

　「
４
ー
３
ー
２
」の

　
学
年
区
分
っ
て
何
？

　

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
①
義
務
教
育

６
ー
３
制
が
導
入
さ
れ
た
昭
和
20
年
代
前
半
と

比
較
す
る
と
、
身
体
的
発
達
が
２
、３
年
早
ま
っ

て
い
る
傾
向
に
あ
る
②
「
学
校
の
楽
し
さ
」「
教

科
や
活
動
の
時
間
の
好
き
嫌
い
」
に
つ
い
て
小

学
４
年
生
か
ら
５
年
生
に
上
が
る
段
階
に
お
い

て
肯
定
的
な
回
答
を
す
る
児
童
の
割
合
が
下
が

る
傾
向
に
あ
る
、
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
て
お
り
、

従
来
の
６
ー
３
制
よ
り
も
子
ど
も
の
発
達
・
成

長
段
階
に
応
じ
た
細
か
い
学
年
区
分
を
導
入
す

る
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
義
務
教
育
９
年
間
を
通

じ
て
、
児
童
生
徒
の
発
達
状
況
に
応
じ
た
き
め

細
か
い
学
習
指
導
・
生
徒
指
導
を
行
う
た
め
、

前
期
（
小
１
〜
小
４
）「
生
活
や
学
習
の
基
盤
づ

く
り
段
階
」、
中
期
（
小
５
〜
中
１
）「
小
中
学

校
の
接
続
の
強
化
段
階
」、
後
期
（
中
２
〜
中
３
）

「
小
中
一
貫
・
連
携
教
育
の
充
実
段
階
」
と
「
４
ー

３
ー
２
」
の
学
年
区
分
を
設
定
し
、
生
活
習
慣
・

学
習
習
慣
の
育
成
、
規
範
意
識
の
醸
成
等
に
取

り
組
み
ま
す
。
特
に
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ

の
進
学
に
お
い
て
、
新
し
い
環
境
で
の
学
習
や

生
活
へ
移
行
で
き
な
い
生
徒
が
多
い
こ
と
か
ら
、

中
期
（
小
５
〜
中
１
）
に
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ

の
円
滑
な
移
行
に
配
慮
し
た
取
組
を
行
い
ま
す
。

●
学
校
生
活
に
お
け
る
生
活
習
慣
・
学
習

習
慣
の
育
成
「
ガ
イ
ド
」
の
提
示
・
活

用
の
促
進

●
中
学
校
進
学
に
向
け
た
小
学
校
高
学
年

か
ら
の
ル
ー
ル
づ
く
り
の
提
示
・
活
用

の
促
進

●
家
庭
に
お
け
る
基
本
的

生
活
習
慣
・
学
習
習
慣

の
育
成
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」、
指
導
資
料
の
提
示
・

活
用
の
促
進　

な
ど

主
な
取
組

白銀中学校・貴船小学校・中島小学校

小学生による中学校体験（授業・部活動・行事）
　貴船小学校と中島小学校の６年生を対象に、１０月に白銀中学校

の授業体験を行いました。体育、音楽、美術、技術・家庭、数学の

授業を体験し、授業の後には全ての部活動を見学しました。子ども

たちからは、「初めて知ることが多くて分かりやすかった。中学校に

行くのが楽しみになった。」などの感想が聞かれ、小学生にとって中

学校生活を知るよい機会となりました。

　また、中学校の体育大会において、｢小学校選抜招待リレー｣ として、

両小学校の高学年と中学１年生のリレー競技を実施しました。小学

校と中学校との交流を深め、地域の方や小学生の保護者などの多く

の方々に白銀中学校のよさを知ってもらうよい機会となりました。

　このように、両小学校の児童が中学校の授

業や行事を一緒に体験することで、中学校入

学への不安を軽減し、中学校への関心を高め

ることができました。

中原中学校・一枝小学校・中原小学校

小中学生と地域による合同清掃活動
　夏休みに小学生と中学生が合同で、まちづくり協議会と連携して、

地域の公園などで清掃活動に取り組みました。

　事前に小中学校の児童生徒の代表が合同会議を行い、清掃場所な

どの計画を自分たちで作成し、中学生のリーダーを中心とした小学生

との合同チームで清掃活動を行いました。小学生は中学生のリーダー

性や行動力を直接に感じて、「こういう中学生になりたい」という憧

れや目標をもつことができました。中学生は小学生に対して優しい

気持ちで接することができ、リーダーとしての自覚と自尊感情を高め

ることができました。

　また、地域の方も共に活動していただくことで、小中学生の活動

力や親近感を感じていただき、気軽に声をかけてくれるなど、地域と

の交流を図るよい機会となりました。子どもたちも、地域の方と協

力することで、地域の一員としての自覚を高め、地域への愛着や責

任を実体験として感じることができ、行動力の育成につながりました。

● 聞く時は 子どもの目を見て 心を聴いて ●　心の中の「本当の声」に、気付いていますか？

小 倉 北 区白銀中学校区 戸 畑 区中原中学校区
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民
間
人
校
長
登
用
に
つ
い
て

　

従
来
の
発
想
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
学
校
経
営
を
実
現

し
、
公
立
学
校
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
４
月
１
日
付
で
２
名

の
民
間
人
校
長
を
採
用
し
ま
し
た
。
教
育
に
対
し
て
熱
い
情

熱
と
理
念
を
持
っ
た
２
名
に
は
、
民
間
人
な
ら
で
は
の
視
点

や
企
業
で
培
っ
た
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
な
ど
を
取
り
入
れ

て
、
よ
り
よ
い
学
校
経
営
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
末
に
銀
行
を
退
職
し
、
こ
の
春
か
ら
学
校

現
場
で
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

積
極
的
に
勉
強
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
そ
し
て
先
生
が
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

う
時
間
が
よ
り
多
く
な
る
よ
う
、
民
間
企
業
で
の
経
験
や
視
点
を
活
か
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
家
庭
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
日
学
ん
だ
こ
と
を
い
つ
も
話
題
に

す
る
よ
う
な
、
家
庭
と
学
校
が
一
緒
に
な
っ
て
育
て
て
い
け
る
環
境
と
な
る
よ
う

日
々
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ひ
び
き
が
丘
小
学
校
長　

久 

冨  

繁 

雄
（
54
歳
）

＊
出
身
企
業　
（
株
）福
岡
銀
行

　

こ
の
度
、
北
九
州
市
の
民
間
人
校
長
に
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

株
式
会
社
よ
り
応
募
し
、
四
月
か
ら
校
長
と
し
て
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
赴
任
校
で
は
、
民
間
で
培
っ
た
経
営
力
・
組
織

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
や
顧
客
志
向
を
武
器
に
、
学
校
の
安
全
・
安
心
の
提
供
は
も

と
よ
り
、特
に
「
考
え
る
力
」、「
社
会
人
に
な
っ
て
（
小
学
生
で
は
ほ
ぼ
十
年
後
）

生
活
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
的
な
力
」
の
育
成
に
重
点
を
お
き
、
若
輩
無
才
で

は
あ
り
ま
す
が
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
何
卒
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
小
倉
小
学
校
長　

新  

開     

毅
（
47
歳
）

＊
出
身
企
業　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ（
株
）

　

こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、い
じ
め
は
「
人
間
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」「
ど
の
学
校
で
も
、

ど
の
子
に
も
起
こ
り
う
る
」、
い
の
ち
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
捉
え
、

● 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用

● 

ア
ン
ケ
ー
ト
や
面
談
の
実
施

● 

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
等
防
止
及
び
啓
発
・
研
修
事
業
の
実
施

　

な
ど
、
様
々
な
い
じ
め
対
策
の
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
の
児
童
生
徒
が
い
じ
め
問
題
に
悩
む
こ
と
な
く
、
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
本
年
度
の
新
た
な
取
組
や
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
拡
充
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
の
拡
充

②
い
じ
め
問
題
等
に
関
す
る
第
三
者
検
討
会
議
の
開
催

③
小
中
連
携
に
よ
る
い
じ
め
・
非
行
等
対
策
の
た
め
の
市
費
講
師
の
配
置

④
心
の
教
育
の
推
進

⑤
教
員
向
け
い
じ
め
問
題
対
応
の
手
引
書
「
い
じ
め
問
題
を
見
過
ご
さ
な
い
た
め
に
」
の
改
訂

⑥
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
地
域
・
家
庭
向
け
、
い
じ
め
問
題
啓
発
資
料
の
作
成

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
着
実
に
進
め
、
い
じ
め
問
題
の
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

い
じ
め
対
策
の
充
実

郵便局と連携した子どもの

見守りについて

「北九州市防災教育プログラム

（資料ＤＶＤ付）」について

　いじめや非行等の問題の未然防止、早期発見、早期対応を図るため、

市内の郵便局と連携した子どもの見守りを行います。

　具体的には、市内の郵便局社員が、地域での業務中に子どものい

じめや非行と思われるような場面を発見したときに、郵便局から教

育委員会へ情報を提供していただきます。教育委員会は学校へ報告し、

学校は事実確認を行うとともに、いじめ等

の問題があれば解消するまで継続した対

応を行っていきます。

　学校における防災教育の重要性が高まる中、

北九州市の実情に即した防災教育用の教材を

との声に応えて、平成２４年度に作成し、今年

度配布しました。

　各教科における指導展開例をまとめた冊子

と映像資料ＤＶＤをセットにした教員用の教材

で、子どもたちの興味関心を高め、発達段階

に合わせて、効果的に防災教育を進めることができる構成になってい

ます。今後、各学校において有効に活用し、災害時に主体的に行動で

きる児童生徒の育成を目指して、取組を進めていきます。

平
成
25
年
度
の
主
な
い
じ
め
対
策
と
し
て

市
制
50
周
年
記
念
事
業

● 

い
ち
い
が
し
植
樹
事
業

　

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で
あ
る
「
い
ち
い
が
し
」
を
全
て
の

小
中
学
校
等
に
植
樹
し
ま
す
。

●
北
九
州
市
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

市
内
の
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
か
ら
ふ
る
さ
と
北
九
州
へ
の
愛
す
る
気
持
ち

等
を
込
め
た
作
文
を
募
集
し
、
優
秀
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

●
（
仮
称
）
北
九
州
の
明
日
の
子
ど
も
を
育
て
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

北
九
州
市
民
全
員
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
を
高
め
る
た
め
、
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
企
業
、
地
域
が
協
働
し
、
教
育
イ
ベ
ン
ト
「（
仮
称
）
北
九
州
の
明
日
の
子
ど
も
を
育

て
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て

　

は
じ
め
に
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
等
へ
ご
入
園
・
ご
入
学
さ
れ
た
新
1
年
生
の
皆

さ
ん
、
ご
入
園
・
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
4
月
1
日
よ
り
教
育
委
員
に
就
任

し
ま
し
た
伊
藤
一
義
で
す
。
早
い
も
の
で
就
任
し
て
、

ち
ょ
う
ど
一
年
を
終
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を

基
に
、
教
育
委
員
会
会
議
等
で
思
い
や
意
見
を
発
言
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
会
長
を
務
め
て
か
ら
3
年
目
を
終
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
が
中
学
校
を
卒
業
し
た
た
め
、
6
月
の
総
会
を
以
っ
て
会
長
職
は
終

わ
り
と
な
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
歴
は
幼
稚
園
時
代
か
ら
数
え
る
と
13
年
に
な
り
ま
す
。

思
い
返
せ
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
っ
て
き
ま
し

た
。

　
「
感
謝
（
あ
り
が
と
う
）
の
気
持
ち
」
と
「
子
ど
も
も
、
保
護
者
も
、
先
生
も
楽
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
自
分
の
学
校
の
児
童
・
生
徒
全
員
を
我
が
子
と
思
い
、
子
ど
も
た
ち
に

は
、
学
校
生
活
の
良
い
思
い
出
を
残
し
て
あ
げ
た
い
、
保
護
者
、
先
生
に
は
、「
こ
の
学
校

に
通
わ
せ
て
良
か
っ
た
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
職
を
一
生
懸
命
に

務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、ど
こ
の
学
校
も
協
力
者
が
減
り
、

一
部
に
負
担
が
偏
っ
て
い
る
現
状
で
す
が
、
各
学
校
で
は
特
色
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
皆
さ
ん
の
通
っ
て
い
る
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
く

だ
さ
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
究
極
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
素
晴
ら
し
い
活
動
で
あ
る
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
時
間
を
作
っ
て
活
動
し
て
い
る
人
、
自
分
の

時
間
を
犠
牲
に
し
て
活
動
し
て
い
る
人
、
色
ん
な
方
々
が
、
子
ど
も
た
ち
や
学
校
の
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
が
協
力
し
合
っ
て
い
る
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
間
違
い
な
く
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
人
事
と
思
わ
ず
、
自
ら
で
き
る
こ
と
で
良
い
の
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
関
わ
っ
て
欲
し
い
と
強

く
願
い
ま
す
。
学
校
で
の
子
ど
も
の
様
子
、
学
校
の
こ
と
、
地
域
の
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
仲
間
も
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
“
一
歩
前
”

の
気
持
ち
で
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
へ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
温
か
い
気
持
ち
と

目
で
学
校
を
応
援
し
、
支
え
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

学
校
、
先
生
に
余
裕
が
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
良
い
学
び
が
で
き
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
応
援
団
と
な
り
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学
校
、先
生
を
理
解
し
、協
力
し
な
け
れ
ば
、

現
在
の
学
校
は
余
裕
が
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
、
先
生
を
一
面
的
で
は
な
く
、
多
面
的
に
捉

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ま
た
見
る
目
も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、「
感
謝
の
気
持
ち
」
を
も
っ
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
そ

う
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
、
落
ち
着
い
た
環
境
（
学
び
舎
）
で
、
多
く
の
体
験
を
し
、

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ
る
」

　

子
ど
も
た
ち
の
手
本
と
な
る
大
人
に
成
長
し
ま
し
ょ
う
。

伊 

藤  

一 

義

北
九
州
市
教
育
委
員

　平成 25 年 4月、中学生を対象に音読暗唱

BOOK「Rainbow」を配布しました。

　「Rainbow」という名称には、北九州市内７区に在籍する生徒が、

それぞれの力を発揮しながら、一丸となって将来への架け橋を築いて

ほしいという願いを込めています。

　心を込めて英文を音読したり、反復練習を通して暗唱ができるよう

になったりすることで、英語の学習に自信をもち、総合的な英語力が

身に付くことを目指します。また、中学生のこの時期から有名な英文に

接することは豊かな心の醸成にも役立つと考えます。

　本書では、「環境未来都市」である北九州市のことや本市の昔話な

ども取り上げています。「北九州市らしい英語教育」を推進することで、

本市のよさを英語で表現できる生徒の育成を目指したいと考えます。

　英語の時間に教科書や副教材と本書を併用するとともに、朝自習の

時間や夏季休業期間中などの教育課程外の時間も有効に用いて本書を

活用します。

　芸術・文化、学術、スポーツの各分野で活躍し、北九州市の文化振

興の担い手となる人材を育成するため、修学資金の一部が給付される

「杉浦奨学生」に、平成２４年度は卓球や水泳、アーチェリー、ヴァイ

オリン・ヴィオラ・指揮、化学・薬学で活躍している５名（高校３名、大学・

院２名）の方が決定しました。

　平成４年度以降、１１９名が杉浦奨学生として採用されています。オ

リンピック代表や国内外での音楽活動など輝かしい実績を挙げている

方が多数おり、平成２４年度杉浦奨学生も今後の更なる活躍が期待さ

れます。

英語大好き音読暗唱BOOK

「Rainbow」

平成24年度 杉浦奨学生

贈 呈 式  （平成２４年１２月２５日）     前列：杉浦奨学生（2 名代理出席）　後列：審査委員

No.1331003C

北九州市教育委員会総務部企画課 〒803-8510 北九州市小倉北区大手町1番1号　TEL.093-582-2357　FAX.093-581-5871　Email. kyou-kikaku@city.kitakyushu.lg.jp

　

ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
制
度
は
、
市
民
全
体
で
子
ど
も

の
教
育
を
支
え
る
本
市
が
誇
る
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
で
す
。

　

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
な
ど
の
安
全
対
策
の
ほ
か
、

授
業
の
準
備
や
学
校
の
読
書
活
動
の
お
手
伝
い
な
ど
で
、

保
護
者
・
地
域
の
方
や
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
な
ど
、
約
１
万
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
子
ど
も
た

ち
の
学
校
生
活
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
で
は
「
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
日
本
一
」
を

目
指
し
、
活
動
に
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

詳
細
は
、
各
市
立
幼
稚
園
、
小
・
中
・
特
別
支
援
学

校
、
市
立
高
等
学
校
、
又
は
教
育
委
員
会
指
導
企
画
課

（
０
９
３
ー

５
８
２
ー

２
３
６
７
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。「北九州ひとみらいプレイス」が

オープンしました！
　人づくり支援を目指して、八幡西区黒崎のコムシ
ティ内８施設の協働により「ひとみらいプロジェクト」
を実施します。また、複合施設の顔となるインフォメー
ションを設置し、市民と各施設を繋ぐ役割を担い、
市民間の交流を支援します。

ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
日
本
一
を
目
指
し
て
！

お 知 ら せ

安全対策ヘルパーによる通学路の安全確保

ブックヘルパーによる読み聞かせ活動


